
平成２３年度滋賀県環境審議会（総会）会議概要

１ 開催日時 平成 23 年(2011 年) 6 月 15 日（水） 13 時 15 分～14 時 30 分

２ 開催場所 滋賀県庁別館２階 大ホール（大津市京町四丁目１－１）

３ 出席委員 生駒委員、岩田委員、上田委員、占部委員、小鳥委員、笠原委

員、上総委員(森田代理人)、亀田委員、河瀬委員、川地委員、北

出委員、髙坂委員、坂本委員、田崎委員、塚本委員(藤田代理人)、

津野委員、外村委員、鳥塚委員、中西委員、中村委員、西田（咲）

委員、西田（潤）委員、濱﨑委員、原委員（保田代理人）、針谷委

員、深町委員、藤井委員、藤澤委員、松井(正)委員、松山委員、

谷内委員、山本委員、和田委員 (以上３３名)

４ 議事

（１）環境審議会各部会の活動概要について（報告）

（２）第６期琵琶湖に係る湖沼水質保全計画の策定について（諮問）

＜配付資料＞

資料１ 滋賀県環境審議会委員名簿

資料２ 滋賀県環境審議会条例、環境審議会議事運営要領

資料３ 環境審議会各部会の活動概要

資料４ 「第６期琵琶湖に係る湖沼水質保全計画」の策定概要

その他 第６期琵琶湖に係る湖沼水質保全計画」の策定について（諮問文写

し）

５ 議事概要

（１） 環境審議会各部会の活動概要について（報告）

環境審議会の総会および環境企画部会、温暖化対策部会、水・土壌・大気

部会、廃棄物部会、自然環境部会、温泉部会、琵琶湖総合保全部会の活動概

要について、各部会担当課(事務局)から報告がありました。【資料３のとおり】



＜質疑等＞

委員：

環境学習推進計画の改定について答申がされましたけれども、第１期計画

の評価・成果・課題を踏まえて策定されたと思いますが、学校教育について

どのように考えられたか、お聞かせ願いたいと思います。

事務局(環境政策課)：

環境学習につきましては、特に小・中学校についてはこれまでから行われ

ており手厚くなっていましたが、その後の高校から大人までは少し薄いとい

う状況であり、小・中学校にもう少しその後の世代も含めてトータルとして

環境学習をすべきとの御意見もいただいたところです。

委員：

漠然とした話ではなく、もう少し科学的に学校での環境教育の到達点、成

果と課題を聞かせていただきたい。一般的に進んだとか言われても分からな

いので、どれだけ進んだのか、今後どのようなことに力を入れてやっていく

のかということを教えていただきたいと思います。

事務局(環境政策課)：

環境学習については、今後、地球温暖化の部分が重要になってくるという

ような御意見もいただきましたので、低炭素社会、地球温暖化対策も含めて

環境学習の取組を進めていきたいと考えています。

委員：

県としては、全県的な小学校や中学校、高校の環境学習の内容や、進行に

ついて、数的に掌握していないのでしょうか。

事務局(環境政策課)：

小・中学校での環境学習の実績は把握しています。

委員：

数字として捉えているのであれば、また後で状況等を教えていただきたい

と思います。



（２）第６期琵琶湖に係る湖沼水質保全計画の策定について（諮問）

平成２３年６月１５日付けで知事から環境審議会会長あてに諮問された「第

６期琵琶湖に係る湖沼水質保全計画の策定」について、事務局より説明があり

ました。【資料４のとおり】

この諮問を受けて、会長から滋賀県環境審議会議事運営要領第５条の規定に

基づき、水・土壌・大気部会に付議されました。

○その他意見交換

委員：

先般土曜日に、ちょっと変わった話を聞こうということで、水産試験場の

藤岡先生から琵琶湖のお話を伺いまして、非常にためになりました。COD や

BOD などの話もありましたし、外来魚を電気ショックで駆除する話もありま

した。これは話題提供としてお話しさせていただきました。

委員：

赤野井湾の流出水対策について、流出する水が富栄養化になることについ

て何か原因がつかめているのでしょうか。

事務局(琵琶湖政策課)：

富栄養化するというのは、一つはプランクトンが関与してくる訳ですが、

赤野井湾は「湾」がついているとおり、南湖の中でも入り組み奥まったとこ

ろでございまして、水が滞留しやすい、停滞しやすい水域でございます。そ

して、比較的水深が浅いということ、後背地の陸域も農地や市街地が形成さ

れていることを勘案しますと、赤野井湾というところがプランクトンを発生

させ、それらが琵琶湖の南湖の方に出ていくということで、比較的富栄養化

が起こりやすい、助長されやすい水域ということです。

このようなことから、重点的に対策をとっていく必要があるということで、

赤野井湾を流出水対策地域として第５期計画から進めているところです。第

６期についても、さらなる対策を検討して盛り込んでいければと考えていま

す。

委員：

赤野井湾で初期雨水を溜めるなど色々お金をかけて取り組んでいたと思い



ます。自然のことですので、すぐに結果が分かるものではないと思いますが、

そういう対策をしてどのような効果があったのかお聞かせていただきたい。

事務局(琵琶湖政策課)：

赤野井湾の流域の色々な団体の方々から毎年、それぞれの取組を報告して

いただいております。県としましても取組を行っており、河川の管理のとこ

ろで定期的に水質調査もしておりまして、そういった調査結果からしますと、

水質的には改善の兆しがみられております。それから、赤野井湾の水質も若

干ではございますが水質改善の兆しが見られております。

そういった結果を毎年、フォローアップ会議というような形で地元の方に

還元させていただいておりまして、そして次の年はさらにこんな取組をして

いこうというような御議論をいただきまして、スパイラル的に高めていきな

がら進めていっております。

会長：

少し付け加えさせていただきますと、琵琶湖流域におきましては、おおよ

その対策はこれまでから実施されてきた訳でございますが、よりきめ細かな、

かつ県民一体となった取り組みが必要な時期に来ているということで、色々

な県民の方の取組がこの琵琶湖流域で実施されております。

赤野井湾につきましても協議会の話がございましたが、私としては、そこ

での多くの団体の取組は、ある意味県民の取組の集約、あるいは活動の進む

べき事例といった役割を果たしているのではないかという理解をしておりま

す。この取組は県の色々なところでも報告されておりまして、この計画の中

でも位置づけながら、県民の皆さんにこういった事例があるということ、ケ

ーススタディとして理解していただければと思っております。

委員：

昨夜、９時からの NHK のニュースウォッチで、福島県の原発の影響か分か

りませんが、関東甲信越・東北地域の下水道が、高濃度の放射性物質を含ん

でおり、今、それの持って行き場がないということを言っておりました。こ

の中で、大阪府の話も出ていたと思いますが、まず、滋賀県は大丈夫なのか

というのが１点と、どうして下水道に含まれるのかということを、専門の先

生もたくさんおられるので、見識が分かるのであれば教えていただきたいと

思います。

事務局(下水道課)：



県では下水道でこれまで放射能を測定したことがないので、滋賀県がどの

ような状況になっているかというデータはございませんし、今のところ測定

する予定もありません。近隣では、大阪で測定されていることが報道されて

おりましたが、大阪に近い状況にあるのではないかと推定できます。

また、どこから発生するかということですが、降雨に伴って地表面に溜ま

ったものが下水とともに集積し、下水の処理過程で濃縮されるということが

報道されておりましたが、下水道のシステムも汚水と雨水を一緒に集める合

流式と、雨水と汚水を分離する分流式というのがございまして、大阪は大部

分が合流式であり、影響がでやすいのかと思いますが、滋賀県の場合は、大

津の一部を除いて分流式ですので、推定ですが大阪と比べて影響が少ないの

ではないかと考えております。


